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1. 1. 1 日本の鉄鋼メーカーを取り巻く環境
世界の鋼材需要の推移は,図1-1.に示すように,石油危機以降,1973年から 2001
年までの約 30年間は,主として先進国での需要に依拠し,約 7億 トンから約8.5億 トン-
の増加,つまり,年率 1%程度の成長,累計で 1.5億 トン程度の拡大に留まっていた.これ
に対し,2002年から2007年までは,中国を初めとする新興発展国等の鋼材需要の急拡大
















































































































離輸送用 トランクライン (脱水 ･脱硫処理設備以降の配管)には溶接大径管が用いられる
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図2-3.黒鉛の酸化減量に及ぼすホウ酸の影響
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(i)S22C (i)SUH3 (ii)SUH3(ArFlow) (iv)SUS304AirFlow)
⊂0一Jく)コ｢⊃q∝ 5% ○ ○ ○ ○
10% - △ △ ×
20% ○ × △ ×






















































































































































































































































































































(a)焼付きが生じない場合 (被圧延材 :S22C,圧下率 :20%)
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酸化条件は,ピアサー ミルによる穿孔圧延後か らマン ドレル ミル圧延までの間で
の管内面のスケール改質を想定 し,温度は 1373-1473K,時間は 15-60秒 とした.















圧延試験には,第 2,3章 と同様の熱間圧延試験機 21･22)を用いた.本試験では,
熱間継 目無製管のマンドレル ミル圧延時の潤滑特性に及ぼすスケール改質の効果を
調査するために,所定の条件にてスケールを生成 させ加熱 した角棒材を,回転する
















炉より取 り出し圧延 した.炉出しから圧延までは,約 8秒であった.圧延条件は,







間 60Sでもスケール厚は 1〃m以下であったので,図示 していない.このスケール観
察の一例として,1473KX60S.酸化 した場合のスケール断面ミクロ写真をS22Cの
それと比較 して図 4-3に,断面 SEM観察結果を図4･4に示 した.さらに,スケー





Fe203,Fe304の 2層構造,内層スケールに FeCr204,Fe304の混合層が生成 した.
これに対 し,水蒸気を含む条件(B)の場合,1373Kでは,水蒸気を含まない条件(A)



































































































S22C (A)20%02-8 N2 Fe203,Fe304,FeO Fe203,Fe304,FeO
(B)16.5%0216.5%H2-67%N2 Fe203,Fe304,FeO Fe203,Fe304,FeO
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(A)20%02-80%N2 1423 - 0.23 -
1473 0.21 0.23 0.37





蒸気を含まない場合 と比較 して 5-10倍大きくなった.また,1398K以上温度で
































Cr203が内部酸化層 として安定に生成 して Feイオンの供給を阻害する,いわゆる,
本来の Fe-Cr鋼が有する耐酸化機構を発現するが,水蒸気を添加するとCr203は
生成 しにくくな り,Feイオンの供給がほぼ炭素鋼 と同等程度まで増加 したものと考

























































































































あることが判明した.つまり,熱間圧延によって FeCr204や Fe304はあまり変形 し
なかったが,FeOは結晶粒界に沿って変形 したことが明らかとなった.このことか
ら,図 4-16に示 したように,FeOは圧延時に FeCr204や Fe304の結晶に浸潤する
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